
令和元年度 学校評価シート             青梅市立新町中学校 

※ 評価は、学校で行った内部評価と学校運営連絡協議会委員（５名）の方から寄せられた評価です。 

  評価は４段階評価です。  （ ４ よくできている  ３ できている  ２ 改善が必要である  １ 大いに改善が必要である ）  

 

 
 

項目 経営目標 本年度の重点 具体的な方策 評価 分析結果 改善策 学校運営協議会委員からのコメント 評価 

学
力
の
向
上 

○主体的に学
び、学習する
生徒の育成 

 
○生涯学習の
基礎を育成 

・基礎的・基本的な
知識・技能の定着と
学んだことを活用
する力を育成する。 
 
・「ほめる・はげま
す・考えさせる」に
重点を置き、学習へ
の意欲を高め生涯
学習の基礎をつく
る。 

・良好な学習環境を維持していく
ため、チャイム着席・発言・発
表、聞く態度を改善していく。
青梅市のステップアップクラ
ス、スタディアシスト事業の活
用を図る。 

2.9 

・ステップアップクラ
スは考査前以外は人数
が集まらない。 
・スタディアシスト事
業も応募者が少なく、
参加者も後半になると
減少する。 

・三者面談等を利用す
るなど広報活動につ
いては十分に行われ
ている。試験前の回数
を増やす等の対応を
検討していく。 

・授業公開では、いつも規律を守り取り組む様
子が見られるが、自発的に挙手をする生徒は少
ないように感じた。 
・特別支援教室の開室に伴い、そちらの指導に
ついても充実をお願いします。 
・学習環境はよいと思います。 

3.4 

・言語活動を通して学んだことを
活用する授業を実践して学習意
欲を高めていく。（体験、学びあ
い、発表等の機会を増やしてい
く。） 

3.0 

・各教科で話し合い活
動や発表の機会を増や
し、学んだことを活用
する取組を行ってい
る。 

・授業公開時等に生徒
作品の掲示を行って
いるが、今後も継続し
て意欲の向上につな
げていく。 

・体験や発表はよいことなので、積極的に進め
ていただきたい。 
・学校公開等の時など掲示物等はいつも整って
いる。 

3.6 

健
全
育
成 

○思いやり、
規範意識、主
体的に社会
に貢献する
力の育成 

 
○ 健 康 で 安
心・安全な学
校生活の実
現 

（いじめ、不
登校の未然
防止） 

・学校行事・特別活
動を通した人間関
係づくりと社会に
貢献する力を育成
する。 
 
 
・健康教育、安全教
育の充実を図り、危
機回避能力の育成
行う。 

・学校行事での人間関係づくりと
校内、校外のボランティア活動
等による社会貢献の態度を育成
する。（生徒の活躍の場を積極的
に設定する。） 

3.6 

・生徒数の減少とボラ
ンティアの必要数の不
均衡もあり、新たな活
動は難しい状況にあ
る。 

・受け入れ団体に活動
の趣旨について理解
を求め、活動の質的向
上を図っていく。 

・メール配信等でボランティアや校内での様々
な取組を見ているが、大変すばらしいので、継
続的に活動をお願いしたい。 
・他校でもボランティアを始めているので、他
の手本となる学校を目指してほしい。 

3.8 

・日頃から生徒理解に務め、いじ
め・不登校等への早期対応を行
なう。また、大学と連携した不
登校生徒の居場所づくりを推進
していく。 

3.3 

・毎日登校できる教室
を設けて居場所の確保
はできているが、不登
校の状況は様々で完全
には対応できていな
い。 

・これまでの対応を引
き続き行い。さらに、
家から出られない生
徒への対応について、
関係機関との連携を
強化していく. 

・不登校生徒への対応も積極的に取り組んでい
る。 
・不登校の人数が多いのが気になる。 
不登校対応に十分に努力しているようなので、
引き続きカウンセラー等を活用して行ってほ
しい。 

3.4 

・健康、交通安全等の情報発信、
情報モラル教育等のセーフティ
教室の実施、不審者情報等の発
信を行い意識を高めていく。 

3.2 

・安全指導については
継続的に取り組んでい
る。特に SNS 利用の問
題点について生徒・保
護者の意識を改善して
いく必要がある。 

・保護者対象の啓発活
動を強化する。 
・来年度、スタントマ
ンによる交通安全教
室を実施する予定で
ある。 

・今問題の「歩きスマホ」、自転車の乗り方も
積極的に指導してほしい。 
・スタントマンによる交通安全教室を行うこと
も考えられる。 
 

3.0 

そ
の
他 

○学校生活の
公開を進め、
地域・保護者
と連携した
教育の推進 

 
○持続可能な
学校の指導 

・運営体制構
築のため、働
き方改革を
推進 

・教育活動の積極的
な公開と地域・保護
者が教育活動にか
かわれる体制づく
りを行なう。 
 
・生徒のスポーツニ
ーズに対応した適
正な部活動の実施、
効率的な教育活動、
勤務時間に対する
意識改革を進めて
いく。 

・学校だより、画像付きメール配
信、学校公開、道徳授業地区公
開講座等による公開をすすめ、
地域・保護者の学校教育に対す
る理解を深め学校生活向上への
協力を求める。 

3.5 

・メール配信はほぼ定
着して、PTAからの発信
も始まり、登録者も増
加して機能している。
学校生活の様子につい
ても、様々なメディア
で発信している。 

・学校の電話連絡網を
廃止してメール配信
による連絡網にして、 
メール配信を一層進
め、教育活動に対する
理解と協力を求める。 

・様々メディアで情報発信ができている。今後
も地域・保護者への理解を深めるために活用し
てほしい。 
・ＰＴＡからのメール発信も始まったので、更
に活用をしてほしい。 

3.8 

・生徒数の減少に対応した部活動
の整理、生徒のニーズに対応し
た部活動の在り方の検討を行な
う。時間外の教育活動及び教育
効果の少ない活動の整理・統合
を進めていく。 

3.1 

・部活動についての保
護者の考え方は多様で
あり、個別の対応は非
常に困難な状況にあ
る。学校外の団体等と
のすみ分けを進めてい
く必要がある。 

・学校規模の縮小に伴
い部活動の統廃合、他
校との合同チームな
どの検討を計画的に
進めていく。また、部
活動指導員の確保も
進めていく。 

・部活動の問題については、全市的な問題でも
あり、様々形態について考えていく必要があ
る。 
・中学校時代は体力の基礎づくりに役立つ時な
ので部活動、スポーツは重要である。 
・教員の負担の軽減とのバランスもとって実施
してほしい。 

3．0 

 

＜学校経営方針の重点＞ 

１ 学力の向上   ２ 思いやり、規範意識、社会貢献の態度の育成   ３ 健康・安全な学校   ４ 地域・保護者との連携               


